
第2期三原市市民協働のまちづくり推進計画

アンケート調査結果（速報版）

１．調査概要

（1）調査目的

（2）調査方法等

調査の対象 調査方法 調査時期

市民活動団体
年度長期総合計画策定時
にヒアリングを行った3団体を含
む143団体代表者

中核組織 市内の40中核組織代表者

自治会町内
会

中核組織未設立の三原地域内
87町内会自治会代表者

（3）配布数および回収結果（11/21時点）

配布数 有効回収数 有効回収率
市民活動団体 143 66 46.%
中核組織 40 1 .%
自治会町内 87 46 .9%
自治会町内 70 133 49.3%

２．結果概要

（1）回答者の属性

■性別（単一回答）

市民活動団体
(n=66)

中核組織
(n=1)

自治会町内
会
(n=46)

■年齢（単一回答）

市民活動団体
(n=66)

中核組織
(n=1)

自治会町内
会
(n=46)

郵送法（郵送による配布回収）
平成6年10月30日
～平成6年11月10日

市民協働の担い手である市民活動団体、中核組織、町内会自治会の現状を把握し、今後の市民協働のまちづくり推進
に向けた基礎資料を得る
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（2）市民協働について

■あなたご自身は「市民協働」についてどのくらい理解していますか。（単一回答）

市民活動団体
(n=66)

中核組織
(n=1)

自治会町内
会
(n=46)

■三原市において，市民協働のまちづくりを推進していくことについてどう思いますか。（単一回答）

市民活動団体
(n=66)

中核組織
(n=1)

自治会町内
会
(n=46)

市民活動団体は83.3％が理解している。（平成3年度調査の80.1％に比べ上昇。）
中核組織は66.6％が理解している。
自治会町内会は6.％が理解している。（平成3年度調査の6.7％とほぼ同率。ただし、平成3年度調査の対象は市内
自治会町内会全組織。）

市民活動団体は94.0％が必要性を認識している。（平成3年度調査の91.9％に比べ上昇。）
中核組織は8.7％が必要性を認識している。
自治会町内会は69.6％が必要性を認識している。（平成3年度調査の76.％に比べ下降。ただし、平成3年度調査の対
象は市内自治会町内会全組織。）
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■あなたの活動団体（町内会自治会）において，市民協働のまちづくりを推進していくことについてどう思いますか。（単一回答

市民活動団体
(n=66)

中核組織
(n=1)

自治会町内
会
(n=46)

■あなたの活動団体において，行政や地域の各種団体と協働で活動を行ったことがありますか。（単一回答）

市民活動団体
(n=66)

中核組織
(n=1)

市民活動団体は93.9％が自組織での協働の推進について必要性を認識している
中核組織は8.7％が必要性を認識している。
自治会町内会は0.0％が必要性を認識している。（三原市全体での推進の必要性に比べ19.4ポイント減少。）

市民活動団体は69.7％が協働を実践している。
中核組織は71.4％が協働を実践している。
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■前の質問で「行ったことがない」と答えた方にお聞きします。その理由は何ですか。（単一回答）

市民活動団体
(n=66)

中核組織
(n=1)

市民活動団体は「協働に関わる人材が足りない」が最も多く、「情報が足りない（どのような活動をすべきか分からない）」
「協働について深く考えたことがない」が続く。
中核組織は「協働に関わる人材が足りない」「協働について深く考えたことがない」が最も多く、「情報が足りない（どのよう
な活動をすべきか分からない）」が続く。

27.8

44.4

5.6
0.0

11.1
5.6 5.6

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

16.7

33.3

0.0 0.0

33.3

0.0

16.7

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

4



（3）団体の抱える課題について

■あなたの活動団体の課題をあげるとすれば、それは何ですか。（複数回答）

市民活動団体
(n=66)

中核組織
(n=1)

自治会町内
会
(n=46)

市民活動団体は「活動資金の不足」が最も多く、「活動の担い手（人材）が少ない」「会員の減少」が続く。
中核組織は「活動の担い手（人材）が少ない」が最も多く、「事務局となる人材の不足」「会員の減少」が続く。
自治会町内会は「活動の担い手（人材）」が最も多く、「会員の減少」「役員の固定化」が続く。
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（4）行政の取り組みについて

■行政の取組みに対する満足度重要度

重要度満足
度の算出方法

各項目の重要度の平均値を横軸
に、満足度の平均値を縦軸に表
記。

■平均値の算出方法
回答の選択肢により右のとおり点
数化して、
各選択肢の回答者数をかけた点数
を各項目の総回答者数で割った値
としています。

【満足度】
満足している…+
どちらかと言えば満足している…
+1
どちらかといえば満足していない
…-1
満足していない…-

【重要度】
重要である…+
どちらかと言えば重要である…
+1
どちらかといえば重要でない…-
1
重要でない…-

市民活動団体は「②広報誌,CATV等を活用した情報提供」「①市民協働ホームページの開設運営」「⑨協働の担い手の
ネットワークづくりについて」の満足度が高い。
「③市民協働について理解を深める行事」「⑥団体の提言等を市政に反映させる仕組み」「⑧まちづくり活動に参加参画
できる仕組み」「⑩市民活動団体への助成」「⑬地域の自主的な計画づくり等への助成支援」の重要度は高いものの、満
足度は低い。

市民活動団体
(n=66)

③市民協働について

理解を深める行事

④協働を支える人材の

養成講座等

⑤市の担当窓口の整

備

⑥団体の提言等を市

政に反映させる仕組み

⑦計画策定時に市民

の声を聴く機会

⑧まちづくり活動に参

加参画できる仕組み

⑨協働の担い手のネッ

トワークづくりについて

⑩市民活動団体への

助成

⑪住民組織に対する

活動助成

⑫ボラセンの活用

⑬地域の自主的な計

画づくり等への助成支

援

満
足
度

満
足
度

満
足
度

満
足
度

高高高高

低低低低

重要度重要度重要度重要度

低低低低 高高高高

①市民協働ホームペー
ジの開設運営

⑭行政全体
の取組み

②広報紙，CATV等を活
用した情報提供
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■行政の取組みに対する満足度重要度

中核組織は「②広報誌,CATV等を活用した情報提供」「⑨協働の担い手のネットワークづくりについて」「⑤市の担当窓口
の整備」の満足度が高い。
「③市民協働について理解を深める行事」「④協働を支える人材の養成講座等」「⑥団体の提言等を市政に反映させる仕
組み」「⑦計画策定時に市民の声を聴く機会」「⑧まちづくり活動に参加参画できる仕組み」「⑩市民活動団体への助成」
「⑬地域の自主的な計画づくり等への助成支援」「⑫ボランティアセンターの活用」の重要度は高いものの、満足度は低
い。

中核組織
(n=1)

②広報紙，CATV等を活

用した情報提供

③市民協働について

理解を深める行事

④協働を支える人材の

養成講座等

⑤市の担当窓口の整

備

⑥団体の提言等を市

政に反映させる仕組み

⑦計画策定時に市民

の声を聴く機会

⑧まちづくり活動に参

加参画できる仕組み

⑨協働の担い手のネッ

トワークづくりについて

⑩まちづくり活動（協働

事業）への助成

⑪住民組織活動（地域

活動）への助成

⑫ボラセンの活用

⑬地域のまちづくりへ

の助成支援

⑭行政全体の取組み

満
足
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高
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■行政の取組みに対する満足度重要度

自治会町内会は「②広報誌,CATV等を活用した情報提供」「⑪住民組織活動（地域活動）への助成」の満足度が高い。
「⑥団体の提言等を市政に反映させる仕組み」「⑦計画策定時に市民の声を聴く機会」「⑧まちづくり活動に参加参画で
きる仕組み」「⑩市民活動団体への助成」の重要度は高いものの、満足度は低い。

自治会町内
会
(n=46)

②広報紙，CATV等を

活用した情報提供

③市民協働について

理解を深める行事

④協働を支える人材

の養成講座等

⑤市の担当窓口の整

備

⑥団体の提言等を市

政に反映させる仕組み

⑦計画策定時に市民

の声を聴く機会

⑧まちづくり活動に参

加参画できる仕組み

⑨協働の担い手の

ネットワークづくりにつ

いて

⑩まちづくり活動（協働

事業）への助成

⑪住民組織活動（地域

活動）への助成

⑫ボラセンの活用

⑬地域のまちづくりへ

の助成支援
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（5）中核組織の設立について（中核組織未設立の自治会・町内会を対象とした設問）

■あなたの町内会自治会では，「中核組織」について興味がありますか。

■近隣町内会自治会と一緒に「中核組織」を設立する必要性を感じますか。

■近隣町内会自治会との連携による「中核組織」を設立する意向はありますか。

興味
(n=46)

必要性
(n=46)

設立意向
(n=46)

興味を持っている自治会町内会は19.6%。（9件）
必要性を感じている自治会町内会は30.4％。（14件）
設立意向のある自治会町内会は4.3％。（件）
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未回答

2.2
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4.3
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60.9
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